
和
歌
山
市
議
会
九
月
定
例
議
会
は
九
月
一
〇
日
か
ら
開
会
さ
れ
、
私
は
九
月
十
二
日
、
一
般
質
問
に

た
ち
、
木
本
地
区
連
合
自
治
会
が
行
っ
た
「
避
難
訓
練
」
で
出
さ
れ
た
住
民
の
意
見
を
議
会
へ
反
映
さ

せ
ま
し
た
。
ま
た
和
歌
山
市
内
の
公
園
に
つ
い
て
管
理
の
あ
り
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

木
本
地
区
連
合
自
治
会
が
呼
び
か
け
た
「
避
難
訓
練
」
は
六
月
二
十

四
日
実
施
さ
れ
、
住
民
の
四
分
の
一
を
超
え
る
参
加
者
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
の
反
省
会
で
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
議
会
へ
反
映
さ
せ
ま

し
た
。

そ
の
一
つ
は
「
避
難
道
路
」
の
問
題
で
す
。

私
は
「
旧
労
災
病
院
の
跡
地
を
利
用
し
て
二
車
線
道
路
の
建
設
及
び

木
本
小
学
校
以
北
の
道
路
の
拡
幅
を
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

市
は
「
旧
労
災
病
院
の
跡
地
へ
の
道
路
敷
設
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

中
に
市
道
認
定
の
予
定
で
あ
り
、
小
学
校
以
北
の
道
路
拡
幅
に
つ
い
て

は
連
合
自
治
会
と
の
協
議
を
行
う
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
浸
透
破
堤
」
と
は
、
昭
和
三
〇
年
代
以
前
に
建
設
さ
れ
た
堤
防
は
、
内
部
を
砂
で
押
し
固
め
た
構
造

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
水
位
が
堤
防
を
越
え
な
く
て
も
砂
に
水
が
浸
透
し
堤
防
が
決
壊
す
る
現
象
で
す
。

国
土
交
通
省
は
和
歌
山
県
内
で
は
紀
ノ
川
、
熊
野
川
の
堤
防
が
「
浸
透
破
堤
」
の
危
険
性
を
指
摘
し
て

い
ま
す
が
、
県
、
市
の
「
防
災
計
画
」
に
は
対
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

私
は
「
最
近
の
豪
雨
に
よ
る
堤
防
決
壊
の
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
津
波
、
高
潮
、
豪
雨
対
策

と
し
て
市
防
災
計
画
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
県
・
国
に
対
し
て
対
策
を
要
請
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。市

は
「
指
摘
の
浸
透
破
堤
の
危
険
性
を
含
め
、
紀
ノ
川
の
堤
防
決
壊
と
な
れ
ば
甚
大
な
被
害
と
な
る
。

国
に
対
し
て
整
備
を
要
請
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
漁
港
、
港
湾
、
事
業
所
管
理
の
「
燃
料
タ
ン
ク
」
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。

市
は
「
『
三
陸
沖
激
震
』
災
害
以
降
、
地
震
・
津
波
対
策
と
し
て
、
今
年

八
月
、
総
務
省
・
消
防
庁
か
ら
新
た
に
燃
料
タ
ン
ク
等
の
危
険
物
施
設
に
対

す
る
予
防
規
定
策
定
に
関
す
る
通
知
が
さ
れ
た
。
今
後
国
の
通
知
に
基
づ
き

対
応
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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。



九
月
議
会
で
避
難
時
の
安
全
対
策
を
要
請
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
河
川
に
架
か
る
橋
の
問
題
で
す
。
具
体
的
に

指
摘
を
し
た
の
は
、
木
本
地
区
の
警
察
学
校
へ
通
ず
る
道

路
で
す
。
農
業
用
水
池
か
ら
浜
代
川
を
ま
た
ぐ
橋
脚
の
崩

壊
の
危
険
性
で
す
。

私
は
「
浜
代
川
に
架
か
る
橋
は
わ
ず
か
三
ｍ
、
高
さ
も

三
ｍ
だ
が
一
五
〇
㎜
の
Ｈ
鋼
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
地
震

な
ど
に
よ
っ
て
崩
落
す
れ
ば
開
発
さ
れ
た
団
地
の
約
四
〇

〇
世
帯
は
孤
立
し
、
火
災
発
生
と
な
れ
ば
消
防
車
も
出
動

で
き
な
い
。
警
察
学
校
へ
の
出
動
要
請
が
あ
っ
て
も
出
動

も
で
き
な
い
。
同
時
に
警
察
学
校
を
避
難
場
所
指
定
さ
れ

た
と
し
て
も
橋
が
崩
落
す
れ
ば
避
難
も
で
き
な
い
。
こ
う

し
た
河
川
に
架
か
る
橋
の
総
点
検
と
そ
の
耐
震
化
を
図
る

べ
き
だ
」
と
要
請
を
し
ま
し
た
。

市
は
「
老
朽
化
し
た
橋
が
数
多
く
あ
る
。
崩
落
に
よ
り

避
難
や
市
民
生
活
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
緊
急
性
の
観
点

か
ら
優
勢
順
位
を
考
慮
し
、
避
難
路
の
整
備
を
進
め
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

木
本
地
区
連
合
自
治
会
主
催
の
「
避
難
訓
練
」
は
、
木
本
小
学
校
の
生
徒
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
上
履
き
の
靴
底
が
薄
く
、
そ
の
ま
ま
避
難
で
き
な
い
」「
今
の
上
履
き
で
は
ガ
ラ
ス

の
破
片
が
あ
れ
ば
靴
底
は
破
れ
危
険
だ
」
「
運
動
靴
な
ど
厚
底
の
上
履
き
指
定
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
「
靴
底
の
薄
い
上
履
き
で
は
、
地
震
で
ガ
ラ
ス
破
片
が
あ
れ
ば
突
き
刺
さ
り
、
危
険
だ
。
下
駄
箱
で

下
履
き
と
の
履
き
替
え
で
は
避
難
時
間
が
そ
の
分
遅
れ
る
こ
と
と
な
る
。
日
常
、
上
履
き
・
下
履
き
の
区
別

が
必
要
で
あ
れ
ば
、
厚
底
の
運
動
靴
へ
の
切
り
替
え
を
検
討
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
は
「
上
履
き
は
保
護
者
の
判
断
で
選
択
さ
れ
て
い
る
が
、
校
長
会
を
通
じ
ご
意
見
を
報
告

し
、
保
護
者
会
等
で
の
検
討
を
要
請
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

崩壊の危険性を指摘した浜代川に架かる橋

和歌山市の公園は森林公園などの大規模公

園から住宅団地内公園等が９９箇所。宅地造

成事業後の事業者管理公園は１４６。計２４

５箇所あります。

私は、公園での子供の事故、災害が発生し

ていることに触れ、市内の全公園管理、遊具

管理を和歌山市が行うため、すべての公園を

和歌山市への引き取りを求めました。

市は「都市開発許可基準の改定により３ ha
以上の開発時は開発面積の３％以上の公園・

緑地設置が義務づけられ、公園等は和歌山市

へ所有権移転手続きが提出されるまで、市は

完了検査はしないようにしている。

法改定以前の事業者管理公園については、

事業者への適切な管理指導と同時に、管理を

履行しない、できない公園については順次、

優先順位をつけ和歌山市への引き取りをおこ

なっている。

現在、開発行為時に所有権移転がされてい

ない公園のうち６０％を引き取っている」と

答弁しました。


